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activities to promote independent for Special Needs Education
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  はじめに
シェルボーン・ムーブメント（Sherborne Developmental Movement：以下 SDM）は，英
国の体育教師・理学療法士である Veronica Sherborne（１９２２－１９８９）によって考案され，１９６０
年代後半から実践されているムーブメントセラピーの一つである。英国を拠点にしながら，
ヨーロッパ各地やカナダ，ブラジルそして日本にも導入されている。その主な目的は，子ども
の発達の基礎となる身体認識と空間認識，自信そして他者への信頼を，ムーブメント活動のた
めの適切な空間である床面でパートナーとなるべき他者との活動を通して形成することにある。
その対象範囲は，成人（高齢者も含む）から子どもまで，さらには，重度・重複障がい，視力
障がいや聴覚障がい，肢体不自由，情緒障がい，発達障がいや知的障がい等さまざまな障がい
に適応可能とされている。
英国においては，教育，医療，福祉等の分野で導入され，特に特別支援教育の領域に大きな
影響を与えた。例えばその一つとして，Sherborneは，特別支援学校等で障がいのある子ども
たちとのかかわりの中で SDMの基本的な考えを創案し，それを大学の教職課程の授業等で学
生に教授していった。それを積み重ねたことで SDMを進化させていき，多くの現場教員に支
持されていった（１）。また，１９８９年より英国国内の学校で実施されるようになったナショナルカ
リキュラム（national curriculum）が導入された際には，その要求水準が過度で厳格なため，
特別支援学校における従来の SDMによる対応が困難になり，その利用は一時期減少した（１）。
しかしこのことが現場の教員たちを触発し，多くの創意工夫が提案されたことによって，この
教育課程に対して SDMの導入が可能になった（１）。すなわち，厳格な要求水準である教育課程
に導入が可能になったことは，障がいのある子どもに関する英語，算数そして体育等の諸教科
の教育課程に SDMを導入する方法が明示され，その柔軟性が明らかになったといえる。
一方，我が国においては，１９９３年に兵庫県神戸市にある財団法人ひょうご子どもと家庭福祉
財団（以下，家庭福祉財団）の関口が，初めて紹介した（２）。そして，この財団が主催者となり，
英国から SDMの継承者である George & Cyndi Hill夫妻等を招聘しての研修会や，関口を中
心とした家庭福祉財団のスタッフによる研修会が，毎年開催されてきた（２）。このことで，「保
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育所や幼稚園，小学校で多くの援助を必要とする子どもや成人の支援にかかわる現場の先生や
研究者に」，SDMが「さまざまなかたちで活用」されているという（２）。そもそも我が国の SDM
は，最初に療育や福祉の領域に導入され，上記の研修会が積み重ねられたことで，SDMに関
する認知度が向上し，次第に保育や教育等へ広がったと考えられる。しかし，学校教育，とり
わけ特別支援教育にも導入されていると考えられるが，SDMに関連した先行研究は少なく，
小原・伊藤（３），中島（４），瀧澤（５）（６）（７）などに確認できるのみであり，現場の教育実践者による報告
は，瀧澤のもの以外は見当らず，しかもそれらは SDMに焦点化した報告ではない。いわば，
我が国の特別支援教育の領域でどのように SDMの活用がされているのか不明であると考えら
れる。
そこで本稿では，特別支援教育の領域へ SDMを導入するために，それと特別支援学校学習
指導要領（小・中学部）の「自立活動」との関連について検討し，その可能性を探ることを目
的にした。また，本研究の意義は，現状では SDMの活用のされ方が特別支援教育の領域では
不明と考えられるので，SDMが特別支援学校学習指導要領（小・中学部）の「自立活動」に
導入の可能性が明らかにすることで，教育活動として推進しやすくなる点にある。
 SDMの歴史
１．英国における展開
（１）Laban の影響
SDMは，Veronica Sherborneによって考案され体系化されたが，彼女に多大な影響を与え
たのは，舞踊家でありモダンダンスと「人間の動き」の研究者でもある Rudolf von Laban
（１８７９－１９５８）であった（８）。彼は，１９世紀後半にボスニア・ヘルツェゴビナで生まれ，第二次
世界大戦中，ナチスに追われドイツを出国して英国に亡命し，その後の人生をそこで暮らし，
Sherborneも含めた英国の教育者たちに多大な影響を与えた（８）。
Sherborneが SDMを構想する中で，Labanから継承したムーブメント理論は，「動きの分
析」であり，４つの「活動要素」と８つの「動きの質」で構成され，それらは「エネルギー
（強いまたは軽い）」「空間（直線的または柔軟）」「時間（速いまたはゆっくり」「流れ（弾ん
だまたは自由な）」である（１）。Labanは，この「動きの分析」で人の動きの全てについて分析
できることを強調した（１）。
Sherborneは，SDM理論の中核にこの「動きの分析」を位置づけ，「身体のどの部分が動い
ているのか？それは空間のどこで動いているのか？そしてどのように動いているのか？（１）」等
と問うことで，これを具体的に機能できるように示した（１）。そして，特別なニーズのある子ど
もたちが，ムーブメントを通して身体と人間関係を切り開く自信を持ち，自己表現と創造性が
獲得できるようになるための方法を提示した（１）。
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（２）英国シェルボーン協会の設立
生前 Sherborneは，自身が開発したムーブメントに固有名詞を付与することはなく，後継
者たちには，彼女の考えを踏まえながら創造性を発揮して活動するように伝えていたという（１）。
しかし，１９９０年に Sherborneが死去したことで，この独自のムーブメントの名称について，
後継者たちは，その扱いについて困難を要した（１）。すなわち，「Veronica Sherborneの業績に
基づく発達のためのムーブメント」や「発達のためのムーブメント」などと，名称が変わった
が，最終的には Sherborneの娘と後継者たちが協議した上で，「Sherborneの発達のための
ムーブメント（Sherborne Developmental Movement）」と命名することに決定した（１）。
そして，１９９４年に後継者たちは，Veronica Sherborneの業績がちりじりになることを防ぎ，
それを継承・発展させるべく，さらにこのムーブメント活動を通して，障害の有無にかかわら
ず人々が最大限の能力を発揮できるように支援することを目的として，非営利団体である
「Sherborne Association UK（英国シェルボーン協会）」を設立した（９）。時を同じくして，ベル
ギーとスウェーデンにも英国と同様の趣旨で各協会をその国の後継者たちが創立した（９）。
２．我が国における展開
日本に初めて SDMを紹介し，自らのフィールドに導入して実践を果たしてきた関口によれ
ば，彼女がこのムーブメントを直接知るきっかけは，兵庫県立総合リハビリテーションセン
ター附属中央病院名誉院長の澤村誠志医師による紹介であったという（１０）。それにより，関口が
SDMの存在を知り，Sherborne本人に詳細を尋ねようとしたが，彼女がすでに死去していた
ことを知った（２）。しかし，英国における SDMの後継者の一人である Cyndi Hillから Veronica
Sherborneの著作である『Developmental Movement for Children Mainstream, special needs
and pre－school』が，紹介された（２）。関口は，この著作を翻訳し，邦訳名「シェルボーンの
ムーブメント入門―発達のための新しい療育指導法（第一版）」として三輪書店より１９９３年に
出版し，SDMは，その前年の１９９２年に家庭福祉財団の関連施設で開始された（１０）。これらの時
期から，上述したように SDMの研修会も毎年開催され，２０１０年には「日本シェルボーン・
ムーブメント協会」が，関口を会長として発足された。この協会の目的は，「障がいの有無に
かかわらず，幼児・児童・生徒・成人を対象としたシェルボーン・ムーブメントの実施及び，
学術研究を推進し，このムーブメントによる支援方法の発展を図ると共に，最新情報の交換と
学術及び教育，医療，福祉の発展向上」を図ることにある（２）。
３．SDMの国際的動向と「国際シェルボーン協会（International Sherborne Co-Operation）」の設立
現在，SDMは世界各地で実践されるようになった。それらは，ヨーロッパの英国をはじめ，
スウエーデン，ノルウェー，フィンランド，デンマーク，エストニア，ベルギー，オランダ，
ドイツ，ポーランド，ウクライナ，スペイン，ポルトガル，イタリア，ギリシャ，アイルラン
ド，アフリカでは，カーボベルデと南アフリカ，中南米はブラジルとキューバ，そしてアジア
１８１
では，日本とトルコである（１１）。
これらの国々では，SDMが普及されるために，大きな役割を担ってきたのが，国際シェル
ボーン協会（International Sherborne Co-Operation : ISCO）である。この協会は，国際的レベ
ルにおける SDMの質の担保や推進等を目的として，２００１年２月に正式に発足した（１２）。その発
端は，１９９３年に，ベルギー，スウエーデンそして英国それぞれの SDM協会の役員が，SDM
の指導者養成には国際標準が必要との認識から会議を持って３者の合意に基づき，そのための
基礎的プログラム内容が取り決められたことによる（１２）。具体的には，SDM指導者養成プログ
ラムをレベル１から４段階に分け，レベル１と２は国内の SDM協会が主催してプログラムを
実施し，レベル３と４は，国際レベルコースとしてその指導者の中に上記３協会が公認する者
を含めることとした（１２）。ISCOが公式に設立されてからは，レベル１と２は同様の扱い，レベ
ル３は上級実践者コース，レベル４は国際レベル指導者コースと名称を変更して SDMプログ
ラムコースが運営されるようになった（１２）。日本シェルボーン協会においても，国際シェルボー
ン協会の支援のもとで，我が国における SDMの発展に貢献している。
 SDMの概要
１．SDMの定義
Sherborneは，SDMが Labanの理論・哲学に基づかれていることをその後継者たちに繰り
返して述べ，SDMに関して明確な定義を提示しなかったという（１）。しかし，SDMの後継者の
一人である Hill（１）は，SDMを知りたい学習者に対してその説明をする際に定義は効果的であ
ることを理由に，SDMの定義を試みている。それによると SDMとは，「人間発達の正常なパ
ターンの中で，その原点である分担する人間関係の活動経験をとおして，参加者に相互作用を
植えつけさせる訓練的介入」であり，「これらのムーブメントの活動経験は，個人的反応を可
能にし，判定されることもなく，達成と成功の概念をしっかりと根づかせるもの（１）」としてい
る。
２．特色
（１）目的
SDMの目的は，冒頭で述べた通りであるが，より具体的に説明すると，心身の発達途上の
児童，特に障がいのある児童に対しては，「自分の身体認識」「環境の空間認識」「他者との対
人関係」を育て，心身のリラクゼーションの獲得と自信の向上等を支援することにある。「自
分の身体認識」「環境の空間認識」「他者との対人関係」等の能力が，人にとって周囲の環境に
関わるための基礎と認識し位置づけ，最終的な目的として，心身のリラクゼーションの獲得と
自信の向上に志向したと考えられる。また，高齢者も含めた成人においては，心身のリラク
ゼーションと自信の向上を目的とした支援が，優先される場合が多いと考えられる。
瀧澤：特別支援教育の「自立活動」にシェルボーン・ムーブメントを導入するための予備的検討１８２
（２）内容
Sherborneは，SDMの対象となる児童らが，Labanから継承したムーブメント理論にもと
づく「動きの質」を経験することに注目した SDMプログラムを開発した。上述した目的の
「自己認識」の獲得では，「自分の身体認識」と「環境の空間認識」を育てることにある。「自
分の身体認識」を目的にした内容は，「床面上を尻で滑り，ずり動く」「床面で両腕を引き込ん
で，腹で滑る」「床面を背中で回転する」等がある（１）。「環境の空間認識」における内容は，
「床面を背臥位や座位等で脚・腕を使って上方や側方の空間を探索する」「空間を歩く／走る
／止まるを繰り返す」「高い空間に向かってジャンプする」等がある（１）。
次に，「他者との対人関係」は「介助しあう人間関係」，「分担する人間関係」，および「対抗
する人間関係」の３種類に分けられ，主に１対１の対になって取り組む。「介助しあう人間関
係」の目的は，「役割意識や意志決定の理解を促す」ことにあり，その内容は，「床面を座位で
互いに背中を合わせ，一方のパートナーが，もう一方のパートナーを押す」「床面でパート
ナーが背臥位になり，もう一人のパートナーが転がす」「「床面上でパートナー同士が向かい
合って座り，互いの肩に両手をおいて一緒に揺れる」等がある（１）。「分担する人間関係」の目
的は，「対等意識の理解と両者間のバランスを目指す」ことにあり，その内容は「床面上で
パートナー同士が，服臥位で向かい合わせて手をつなぎ，前後に転がる」「床面に座位でパー
トナー同士が背中を合わせてリラックスして一緒に揺れる」「床面においてパートナー同士で
背中を合わせて座り，互いに押し合いながら立ち上がる」等がある（１）。「対抗する人間関係」
の目的は，「互いに相手を配慮しながら，力の強さを試す及び注意集中と持続を目指す」こと
にあり，その内容は「中位の姿勢で，パートナー同士が背中を合わせ押し合いながら強さを試
す」「床面でパートナーが四つ這いになり，もう一方のパートナーが側方から押す」「パート
ナーが，床に仰臥位で棒状になり，もう一方のパートナーがひっくり返す」等がある（１）。
（３）方法
活動するための適切な広さと安全で安定した床面が必要条件であるが，その他に特別な道具
は必要ないとされる（１０）。すなわち，床面が活動のためのツールになる。この環境で，指導者１
名に対象者１名あるいは複数でも，また，指導者が複数で対象者が複数でも活動が可能だ。
パートナーの組み合わせには柔軟性があり，例えば，指導者あるいは保護者と子ども，障が
いのある子どもと定型発達の子ども，異年齢の子ども同士，障がいのある子ども同士等が想定
される。さまざまなパートナーの組み合わせをふまえて，参加者は自身の身体を意識しながら，
また相互に思いやりながらパートナーに協力して活動する。そして参加者は，身体接触を伴う
相互運動活動を通して，身体運動の諸感覚を経験することができるのである。
SDMは，基本的には組織的・計画的に内容を設定し実施することになるが，参加者のアイ
ディアが十分に活かされるよう配慮もされている。すなわち，アイディアの提案によってプロ
グラム自体が展開されることもある。この背景には，SDMが障がいの有無によらないで「簡
単で受け入れやすく，実行するために特定の技術的また身体的スキルを必要（１）」とせず参加で
１８３
きるように考案した Sherborneの哲学が強く反映されていると考えられる。ちなみに，SDM
のプログラムに音楽の使用はなく，意図的に除外されている。その理由の一つは，音楽が子ど
もたちの注意を散漫にするためとされている（１）。しかし，Sherborneは，体操，スポーツ，ダ
ンス等をする際に，SDMが取り入れられ，音楽が効果的であれば，それを採用してもよいと
柔軟な考えを示している（１）。いわば SDM実践者によって SDMのバリエーションが拡大され
ることを，彼女は期待していたように思われる。
（４）観察と評価
Sherborne（１０）は，子どもたちの動きの観察をする目的として，「偏りのない，バランスのと
れたムーブメントの活動経験ができるようにさせるため」であり，「ムーブメントの質を広げ，
可能な限り豊かな動きを経験させる必要」があると述べている。そして，「動きの分析は，教
える人や介助者が，偏った見方ではない方法で観察するのに役に立ち，ムーブメントの活動は，
診断と治療の両方に」有用であるとした（１０）。
表１の「動きの分析（１）」は，Sherborneが Labanから継承したムーブメント理論を，SDM
プログラムのために適用したものである。「身体がどのように動くか」では，「全身」と「身体
のそれぞれの部分」が，どのように動くかを観察することになる。具体的には，「全身」で
「ステップを踏む，滑る，回旋する，飛び越す，転がる，ジャンプする，身振りをする，よじ
登る，這う，静止する」動作と，「身体のそれぞれの部分」が，「誘導する，援助する，関わる，
対照的に動く，非対照的に動く」ことが，どのようにされているのかを観ていく。
「空間のどこで身体が動くか」では，「レベル」「方向」「範囲」の３つに分けられ，「レベ
ル」では，身体が「高い，中間，低い」位置で動いているか，「方向」では，身体が「前方／
後方，対角線上／側方，上方／下方」で動くのか，身体が「さまざまな小道：曲がりくねって，
まっすぐに，ジグザグに」移動するのか，「範囲」では，身体の形状を「広く／狭く」，「曲
がって／まっすぐに」できるのか，「身体空間」では，身体を用いて「個人的」な空間と「一
般的」空間が，どのようにされているのか，「身体の伸展」では，身体が「遠く／近く」，「大
きく／小さく」のばされているのかを観ていく。
「身体はどのように動くか」すなわち「動きの質」では，「時間」「空間」「エネルギー」「流
れ」の４つに分けられ，「時間」では，身体が「速く／ゆっくり」と「突発的／持続的」に動
けるのか，「空間」では，「まっすぐ／直線的に」そして「柔軟に／迂回して」動けるのか，
「エネルギー」では，「力強い／軽い」動作が，どのようにされるのかを観ていく。
「人間関係」では，身体が対「人」あるいは「物」とのかかわりにおいて，「～を超えて／
～の下を」等のように，「～」には「人」「物」が挿入され，その動きがどのようにされている
のかを観ていく。また，「人」とのかかわりにおいて，「鏡模倣」「投影的に」「一斉に」「一緒
に／個別に」「交互に」「同時に」「パートナー／グループで」どのように動いているのかを観
ていく。
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 特別支援学校学習指導要領「自立活動」への導入可能性
１．「自立活動」の主なポイント
現行（平成２１年改訂）の特別支援学校学習指導要領（小・中学部）「自立活動」のねらいは，
「個々の児童又は生徒が自立を目指し，障害による学習上又は生活上の困難を主体的に改善・
克服するために必要な知識，技能，態度及び習慣を養い，もって心身の調和的発達の基盤を培
う」となっている（１３）。その内容は，６区分「健康の保持」，「心理的な安定」，「人間関係の形成」，
「環境の把握」，「身体の動き」，「コミュニケーション」で構成され，それらの中に計２６の下位
項目が含まれている（１３）。
自立活動の内容は，人間としての基本的な行動を遂行するために必要な要素と，障害による
学習上又は生活上の困難を改善・克服するために必要な要素が検討され提示されていると考え
られる。「人間としての基本的な行動を遂行するために必要な要素」とは，「例えば，食べるこ
と，歩くことなどの生活を営むために基本となる行動に関する要素（１４）」であり，「障害による
学習上又は生活上の困難を改善・克服するために必要な要素」とは，「例えば，聴覚障害ゆえ
の聴こえにくさを改善する方法を身に付けること，あるいは病気の進行を予防するための自己
管理の仕方を学ぶことなど（１４）」を指している。
この指導内容を具体化するには，「興味をもって主体的に取り組み，成就感を味わうととも
に自己を肯定的にとらえることができるような指導内容」，「障害による学習上又は生活上の困
難を改善・克服しようとする意欲を高めることができるような指導内容」，「発達の進んでいる
側面を更に伸ばすことによって，遅れている側面を補うことができるような指導内容」，さら
に「活動しやすいように自ら環境を整えたり，必要に応じて周囲の人に支援を求めたりするこ
とができるような指導内容」を取り上げ設定するように示された（１３）。
尚，上記の指導内容を実施するには，子どもたち一人ひとりの実態を適確に把握する必要が
表１．動きの分析（１）
身体：どのように動くか 空間：どこで身体が動くか
全身：ステップを踏む，滑る，回旋する，飛び越す，転
がる，ジャンプする，身振りをする，よじ登る，
這う，静止する
身体のさまざまな部分：誘導する，援助する，関わる，
対照的に動く，非対照的に動く
レベル：高い，中間，低い
方向：前方／後方，対角線上／側方，上方／下方
様々な小道：曲がりくねって，まっすぐに，ジグザグに
範囲：【身体の形状】広く／狭く，曲がって／まっすぐに
【身体空間】個人的／一般的
【身体の伸展】遠く／近く，大きく／小さく
力学的／努力／質：身体はどのように動くか 人間関係：対象物や人との動き
時間：速く，持続的に，ゆっくりと，突発的に，中位で
エネルギー：力強い／軽い
空間
まっすぐに／直線的に
柔軟に／迂回して
流れ
弾んだ／自由な
対象物：
～を超えて／～の下を，～の中／～の外，～の間／～に
まじって，～の前／～の後，誘導して／従って，
～の上／～を回って，～を通って／～を周って
人：
鏡模倣，投影的に，一斉に，一緒に／個別に，交互に，
同時に，パートナー／グループで
１８５
あるが，そのための内容として，「病気等の有無や状態，生育歴，基本的な生活習慣，人やも
のとのかかわり，心理的な安定の状態，コミュニケーションの状態，対人関係や社会性の発達，
身体機能，視機能，聴機能，知的発達や身体発育の状態，興味・関心，障害の理解に関するこ
と，学習上の配慮事項や学力，特別な施設・設備や補助用具（機器を含む）の必要性，進路，
家庭や地域の環境等（１３）」が示されている。
２．SDMに関する自立活動への位置づけ
（１）ねらいの共通点
SDMのねらいは，障がいのある児童等に対して，運動経験を通し「自己認識」「空間認識」
「対人関係」それぞれの能力を獲得させ，心身のリラクゼーションの獲得と自信の向上を支援
することにあった。一方「自立活動」のねらいは，障害のある子どもたちのニーズに応じて，
「心身の調和的発達の基盤を培う」と定めた。両者のねらいを比較すると，SDMは身体を素
材にした運動経験であり，自分自身の他に，他者の存在や周りの環境を認識できるように支援
するという子どもの内面性も重視する立場であるが，これらの要素は，「自立活動」における
「心身の調和的発達の基盤」に直接的につながると考えられる。したがって，心身両面の発達
を支援するという点では共通していると考えられる。
（２）内容の共通点
SDMにおける内容では，子どもたち個々の身体を素材にしながら「動きの分析」にある
「動きの質」等に注目した運動経験が示されている。自立活動の内容では，人間としての基
本的な行動を遂行するために必要な要素と，障害による学習上又は生活上の困難を改善・克
服するために必要な要素を取り上げている。両者の内容を比較すると，の「基本的な行動」
は，SDMの「自己認識」「空間認識」「対人関係」の能力を獲得するためのさまざまな運動経
験が該当するであろう。また，の「困難の改善・克服」は，SDMは障害種別によるニーズ
に合わせた運動経験を提供すること等が可能であり，SDMは，「自立活動」の内容にも十分に
含まれるものになると考えられる。
（３）方法の共通点
１）実践上のポイント
指導者が SDMを実施するにあたり，環境面の安全上の配慮，参加者の組み合わせの配慮，
参加者のアイディアの尊重，音楽使用の条件配慮等，参加者に対して意義のあるプログラム内
容にするため考慮しなければならない点が示されている。「自立活動」においても，その内容
の具体化には，子どもの「興味関心の重要性」「自己肯定感の育成」「意欲の向上」「課題の補
填」「関係性の構築」等について，多面的に考慮しながら実践するように，指導者は示されて
いる。指導者における多面的な実践上のポイントが両者には示唆されていると思われる。
２）実態把握の共通点
SDMにおいては，子どもの動きの実態を把握するために「動きの分析」を踏まえて実施す
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る。その内容は，「身体のどの部分が動いているのか？それは空間のどこで動いているのか？
そしてどのように動いているのか？（１）」等と問うことであった（表１参照）。それと同時に心
理的視点も重視していることはこれまで述べた通りである。自立活動との共通点をみてみると，
「人やものとのかかわり，心理的な安定の状態，コミュニケーションの状態，対人関係や社会
性の発達，身体機能」や「興味・関心」があげられ，類似の視点から子どもの実態把握にアプ
ローチしていると思われる。
．まとめと課題
本稿においては，自立活動に SDMを導入することがどこまで可能であるのかを探った。そ
の結果，SDMは，自立活動の目的，内容や方法等に多くの共通点があることが明らかになっ
た。このことは，SDMが我が国の特別支援教育の領域に，一つの指導方法として機能させる
可能性が示されたと考えられる。しかし，限られた文献でのアプローチであったため，詳細な
検討をすることは叶わなかった。今後は，SDMに関する海外の文献をさらに調査し，より多
くの情報を入手しながら，我が国の特別支援教育の実情にあわせた SDMを開発していきたい
と考えている。
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